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萬來舍“萬來舍” は1876（明治9）年に三田山上にできた慶應義塾社中の
サロン。残念ながら、戦災で焼失してしまいましたが、その後も新た
な建物・施設などにこの名称が継承され、その精神を引き継いでき
ました。このコーナーではその名前の由来「千客万来」にちなみ、
さまざまなお知らせや記事を掲載しています。

KEIO TECHNO-MALL 2022 （第23回慶應科学技術展）
　慶應義塾先端科学技術研究センター（KLL）では、研
究成果の発信の場として、毎年 12 月に 東京国際フォー
ラムにおいて KEIO TECHNO-MALL（慶應科学技術展）
を開催してきました。本年度は３年ぶりに対面にて開催
いたします。「新たなコラボレーションを創出する『人
間交際』の場〜大変革時代におけるチャンスとチャレン
ジ〜」をテーマに、産官学連携を通じて研究成果の社会
実装による貢献や独創的な研究成果によるイノベーショ
ンの創出を目指します。研究成果の紹介のほか、研究者

によるショートプレゼンテーションや、ゲストスピーカ
ーを招いてのトークセッションなども開催します。詳細
は、KEIO TECHNO-MALL の Web サイトで随時発信しま
す。
日時：12 月２日（金）10：00 〜 18：00（予定）
　　　※一部の内容については事前公開の予定あり

主催：慶應義塾先端科学技術研究センター（KLL）
　　    （理工学部・大学院理工学研究科・医学部）
ＵＲＬ  https://www.kll.keio.ac.jp/ktm/

SFC Open Research Forum（ORF）2022

第27回慶應医学賞受賞者決定

　慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（SFC）では、研究
活動成果の社会への還元を自らが果たすべき重要な社会
的責任の一端と考え、研究活動成果を広く社会に公開す
る場として、「SFC Open Research Forum（ORF）」を毎年
開催しています。27 回目となる今年度は、「THE NATURE 

OF SFC –BACK TO THE FOREST–」をテーマに開催します。
日時：11 月 20 日（日）、21 日（月）9：00 〜 17：00（予定）
　　  ※要事前登録

会場・主催：慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス
ＵＲＬ  https://www.kri.sfc.keio.ac.jp/ja/orf/

　慶應医学賞は、毎年、世界の医学を中心とし
た諸科学の発展に寄与する顕著、かつ創造的な
研究業績を挙げた研究者を顕彰しています。医
学部卒業生である故坂口光洋氏の寄付をもとに
設立された、国内の大学において他に類を見な
い顕彰制度です。
　今年の受賞者は右の通りです。授賞式と受
賞記念講演会につきましては 11 月 28 日（月）
に開催予定です。詳細は、決まり次第「慶應医
学賞」Web サイトに掲載いたします。
ＵＲＬ  https://www.ms-fund.keio.ac.jp/prize/

国立国際医療研究センター研究所 
国際ウイルス感染症研究センター長

東京大学医科学研究所 特任教授

「パンデミック感染症の制圧を目指したウイルス病原性の解明」

河岡 義裕 博士

国内受賞者

ペンシルベニア大学 教授

「新しい免疫治療戦略としての CAR-T 細胞療法の開発」

海外受賞者

カール ジューン 博士　
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学生生活に関するお知らせ

※ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響
による家計急変のため、奨学金・経
済支援制度の利用を検討されている方
は、各キャンパスの奨学金担当窓口ま
でご相談ください。

奨学金
□�日本学生支援機構奨学金の継続手続きにつ
いて（給付奨学金・貸与奨学金受給者）

　次年度の奨学金の継続を希望する奨学生
は、keio.jp のメールアドレス宛にお知らせ
する案内に従い、手続きしてください。期間
内の手続きを怠った場合は「奨学金の廃止（交
付打ち切り）」となります。
　手続き期間：2022 年 12 月〜翌１月（予定）
　手続き方法： Web 上での「奨学金継続願」

の提出

□�「高等教育の修学支援新制度」授業料減免
の継続手続きについて

　「高等教育の修学支援新制度」の支援を受
けており、次学期も本制度の授業料減免の継
続を希望する学生は、keio.jp のメールアド
レス宛にお知らせする案内に従い、手続きし
てください。期間内の手続きを怠った場合は、
授業料減免が停止となります。
　手続き期間：2022 年 12 月〜翌１月（予定）
　手続き方法：対象者に別途案内します。

□�日本学生支援機構奨学金の返還手続きにつ
いて（貸与奨学金受給者）

　2023 年３月に奨学金の貸与が満期となる
奨学生は、10 月から 12 月にかけて返還の手
続き（「リレー口座」への加入）を行ってく
ださい。なお、返還金は、再び奨学金として
後輩に貸与されることになりますので、遅滞
なく返還してください。

慶應義塾長賞・小泉体育奨励賞の募集
　掲題の各賞について、2022 年度の候補者を募集します。詳し
い要件等については、キャンパス内の掲示板や塾生 Web サイト
を必ず確認してください。応募には本学教員による推薦書（指
定書式）等の提出が必要です。

慶應義塾長賞
　この賞の目的は、学生の広範囲な活動のうち、学業
成績や体育活動とは別に、学術・芸術・社会活動・文
化活動等の多様な分野において、学生の範となる活躍
をし、その行為が当人の栄誉であるばかりでなく、慶
應義塾にとっても光輝ある業績と認められるものにつ
いて、これを広く義塾内外に知らしめ、顕彰すること
にあります。

対　　象： 学部学生・大学院生による学術・芸術・社
会活動・文化活動等に関する活躍で、原則
として 2022 年１月から 12 月の間に学生の
範となる顕著な成果を挙げたことが明らか
になったもの。

　　　　　※  正課およびそれに準ずる活動は原則対象外
　　　　　　　（詳細については募集要項を確認すること）。

応募期限：2023 年１月６日（金）

小泉体育奨励賞

〈各賞共通応募・問合せ先〉　
各キャンパス学生部・学生課・事務室学生生活担当

　この賞は、人物が優秀、かつ健康であり、スポーツ
を通じて義塾の名声を高めた体育会所属以外の団体ま
たは個人を表彰するために制定された賞です。

対　　象： 学部学生・大学院生のうち、2022 年１月か
ら 12 月の間に顕著な成果を挙げた体育会
所属以外の団体または個人。

応募期限：2022 年 11 月 14 日（月）
　　　　　※ 応募期限以降に大会等が開催される場合は、必ず

事前に申し出てください。



塾  AUTUMN 2022 NO.31625

編 集 後 記

就職・進路

手続き
2022年７月以降、新型
コロナウイルス感染症拡
大は第7波に入ったとの
ニュースが流れました。
感染者数は急増し、現在
徐々に減少へ向かってい
ます。社会経済を活性化
させるためにも、ウィズコ
ロナのフェーズにシフトし
つつあります。
一方、９月には３つの研
究科で４名のウクライナ
からの学生を訪問留学生
として受け入れました。
今後、準備期間を経て大
学院修士課程入学試験に
合格すれば修了まで支援
が続けられます。
今年は福澤諭吉が『学問
のすゝめ』初編を刊行し
てから150年の節目です。
国内外を問わず教育機会
の格差が拡大する中で、
今こそ学び続けることの
大切さを改めて考え直す
時にあると感じます。
（広報室長　山崎敬夫）

次号（317号）の発行は
１月１日予定

通　巻　第316号
編集人　山崎敬夫　
発行人　岩谷十郎
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お問い合わせ等は以下へお願い
します（住所変更は必ず学生部
へお届けください）。
〒108-8345 
東京都港区三田2-15-45
慶應義塾広報室「塾」編集部
Tel  03-5427-1541（直）
Fax 03-5441-7640
m-juku@adst.keio.ac.jp
※バックナンバーは、Webサイ
トにてご覧いただけます（2011
年以降）。https://www.keio.
ac.jp/ja/about/learn-more/
publications/juku/

□休学願の提出について
　今年度分の休学願の提出締切日は、11 月 30 日（水）です。休学願の提出にあたっ
ては、学部・研究科によって手続き方法が異なりますので、所属するキャンパスの学
事担当部署または事務室の学部・研究科担当に、早めに相談してください。

□就職ガイダンスの開催について（学部 3年生・修士 1年生対象）
　今年度の就職ガイダンスも、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から昨年度
に引き続き Web 配信で開催いたします。すでに 2023 年度卒業予定者向けのガイダ
ンスの配信を開始しており、随時情報を更新します。動画の閲覧方法や今後予定する
内容については、以下の塾生サイトよりご確認ください。

ＵＲＬ  https://www.students.keio.ac.jp/com/career/service/guidance.html
塾生サイトトップページ（自身の学部等選択）＞就職・進路＞
利用案内＞就職ガイダンス

授業
□秋学期の授業について
　引き続き必要な感染防止対策を継続しながら、大学全体としておおむね９割を超え
る授業科目を対面で実施します。各授業の詳細は、シラバスで確認してください。

□三田祭期間中の授業の取扱いについて
　11 月 18 日（金）午後から 24 日（木）は三田祭による休講期間です。詳細は、塾生サ
イト、keio.jp ポータルなどで確認してください。

□休日の授業について
　11 月３日（木・祝）「文化の日」は授業を行います。

□学事日程における補講日と代替講義日について
　授業回数の確保・調整のため、補講日と代替講義日を設けています。キャンパスや
学部・大学院によって日程が異なりますので、塾生サイト、keio.jp ポータルなどで
確認してください。


